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　　巻頭言

－1－

生理学的状態を考慮した健康教育

藤　井　義　博

学生の健康教育は大学保健センターの重要な役割のひとつである。その実現のために，通常はフィ
ジカル・ヘルスとメンタル・ヘルスの二つの側面に分けてアプローチしている。これは心身二元論に
基づき，分野ごとの診療方法の延長線上に健康教育を位置づけてきた歴史によると思われる。しかし
ながら黒白つけ難い生きにくさのスペクトラムを抱えている発達障害の学生の諸課題がクローズアッ
プされてくるとともに，従来のきれぎれとしたアプローチ法の再検討が必要になってきているように
思われる。そのためにはフィジカル・ヘルスとメンタル・ヘルスにまたがる心身医学的アプローチの
再認識とともに，心身の架け橋として対象者の生理学的状態を考慮する新たな方法論が注目される。
すなわち迷走神経を含む脳と体のコミュニケーションに関するポリヴェーガル理論である（Stepehn 

W. Porges, 2011）。 

脊椎動物は系統発生学において 3段階にわたる自律神経の発達を経てきていることが，神経生理学
的に明らかにされている。ひとつは系統発生学の初期の脊椎動物における無髄の迷走神経である。こ
れは不動すなわち代謝・酸素要求・食物要求の減少による消極的な適応反応を可能にしている。脊椎
動物が進化すると，硬骨魚類において交感神経系が出現し，それは魚群間のような動物群間における
協調運動などの運動を支持している。そして交感神経系は闘うか逃げるか反応を含む代謝亢進を伴う
積極的な動員による適応反応を行う。さらに人間を含む哺乳動物では有髄の迷走神経が発達してい
る。この新しい迷走神経は，安心を感じることで，系統発生学的により古い副交感神経系および交感
神経系を積極的に抑制し，血管迷走神経性失神など不動による防衛反応および闘うか逃げるか （fi ght 

or fl ight）反応を抑えて，自発的な社会的関わり行動の発現を可能にする。この有髄の迷走神経を制
御している脳幹の領域は，顔面の表情筋と頭頚部の骨格筋を制御している脳幹の領域とリンクしてい
る。この脳幹の領域は，中耳の耳小骨筋を介して人間の声を聞き取りやすくし，咽頭と喉頭の筋肉を
通じて張りのある声を形成し，顔面を通じて感情と意図の表現力をつける。
社会的関わりの豊かな人々や観察力のある臨床家，教育者などが，よく観察して対象者の気持ちを
わかることができるのは，哺乳動物で発達した新しい有髄の迷走神経の働きによる。一方，安心を感
じることができない状況では，系統発生学上より古い自律神経反応が動員されることが知られている
（ポリヴェーガル理論）。そのうちの不動による防御反応がいったん生じると，なかなかその悪循環か
ら抜け出せないことも知られている。しかし安心を感じている人の生理学的状態すなわち自律神経系
の状態から発せられるキューが，病んでいる人の意識状態を不安および防御状態の外に連れ出すこと
は，神経生理学的根拠がある。
発達障害，PTSDを含む種々の臨床上の障害では，新しい有髄の迷走神経が，より古い副交感神経

系と交感神経系を積極的に抑制することで，不動の防御反応および闘うか逃げるか反応を抑えて，自
発的な社会的関わり行動の発現を可能にする働きが，うまく連動的に発現していないことが知られて

藤女子大学保健センター長



－2－

いる。そうであれば，「空気が読めない」あるいは「人の気持ちがわからない」という判断は，脳の
器質的障害や心理的あるいは精神的な障害に基づくものではなく，むしろ哺乳動物で発達している新
しい迷走神経機能がうまく発現していないために安心を感じることができない意識状態に基づくもの
であると理解することができる。
安心を感じることは希望につながる。そして希望は，危険な状況あるいは生命を脅かす状況におい
て，より古い自律神経による防御反応を伴わないで新しい迷走神経機能による脳と体のコミュニケー
ションを支援することを可能にする。なぜなら自分がしていることをひとたび理解できるなら，高次
脳からのトップ・ダウンの規制に基づいたなんらかの変化があるからである。防御反応を伴わない脳
と体のコミュニケーションを支援することは，学生の健康教育においても大切な神経生理学的機序に
基づいた方策である。　　　
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